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鴨聾慌羨真喜璽瓢誕腑躙 1977、12、19N21
奈良国立文化敗研究所平域宮跡発掘謁査部

本詞査区）i平瓶京庄京三条こ坊六坪にあたり、路和~o年 1苫平城宮跡発祇

詞査部が調査を行なった区諏‘の北面1-::オ苺続するところである。前回の発揺で；

六坪I~囮池があり、 これを囲むよう）こ塀か＇’めぐり、池の西罰：：は東山を借景

として池をのぞむ建坑癖が配置さ訊てい「：：ことが明らが 1こなり，出土レた本

簡がら、天皇象に関虚の深ぃ遠跡であるこどが推定t孔た．

今回の謡昼/j園池の北倶,11こ走る東西塀から▲ 三条生朋路（現、火宮通）

iでの地威で発祇Jj11月21日がら開始してわり，詞査面積1註約1,100'1ltであ

る。

重
本日までに険出された遣構/j. 建物虹東溝2柔井戸、上拡などであ

る 。，

SB 01―言彫査区の中央部にある、東曲紡行5閉、南北哭行3閑で．南側

に廂をもっに東面の建物である。桂閉9足．娃穴lllf.__きさ）;;!: • 

一辺約 1 加で．柱核の残るも蒻‘•あり．ゼの径ぼ一尺：：：すを）1

かる。

SB.02一瓢1の桂列が調昼区の面瑞環出された。 SBQ:'1以年をそろ

えてならぶ麟棟の建物で・、 l司以南廂を特っ．柱閉9尺

SB Q3-SB01 の東南にある南北桁行5間東西如仔2閉の南北叡．

枯閑1:t南北井奇8尺5寸、契仔7尺

SB04一尭行2.閏的予5閉以上の東曲棟で、 1訊疇方は大きいもの

で1、6加をはがる．

581552 前回の調釜区から続く東西煉建物で新たに2間分検出

した．桂閉10尺で、建整がある。二の建物{J)肉名p口戸

足の間賜でならぷ小でい枯穴があり，梱和施設があ..,rこ

と考えられる，

SD 01 . SB 01 (f)柱厄重なって険虫された南北に走る溝で．桂

穴より古い時窮j(J)ものである．

SD~545 三原知旬跨1こ面する婆池の内俣1]の溝ど考えられる東西藩

である;巾は6P吼ほどで＼素掘のもの。

□亘曰
詞雀巴全域がらエ器頻、瓦類が出土レている。土器芯SD1545が

ら多くの奈良時代の土師器．須鬼器が．瓦葵釈は軒現が24-、音、（軒丸瓦

12点、軒平瓦12点）出土している．瓦のほとんどが．年戚言と同箔0)

ものであること 1ゴ注意さ料る．学飯宮出土軒瓦の経年 1こよるエ顎（養

危5年～叉平17年）のものが多い。

二
今回叩錮査をふくめて六釦約35'¼が発掘ざれたことにばり、坪

内の状況をクがむための重要な資料となる．今回険出し「こ遠揖1、囮

池玄囮む塀(SA1500)より北側の区域であり、犬ぎく 2誹問にわが

れゐ。前学難の建初配置J:;t、二煉の南廂をもっ東西棟を中心にレてぐ

南北棟が東和：：：ならぷ配置を ~-7 ている．この建物配量は膠淡を中

心にレて壻で囲まれた区域泡は、同じ坪の中でも惟格の異なったもの

這われる。彼者が、曲水軍などを行なう公的な募遊、の場とレて (7)怯

格をもっのに対して、二の埒り前約所ないし館的な性格をもっ建約配置
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である． 後半翡は塀内の礎石建物四柱通りのあう東西棟が建

てられ，前半期と異っむ恥と一体的な空南楳成:eなる。
疇食1乙より，埓予疇]1!.1rJ晨椒寸 1ずに関レて新レい

知晃が得られ、坪の復原 1:::.l'--, て贅重な資料が得られたこ l1:: な
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PL. 1 6AFI-PQ区造構実測図


